
　　　　

2026 年 9 月 30 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
子どもが主役、家族も主役。子ども一人ひとりの「好き」「やってみたい」を大切にし、安心して挑戦できる場所をつくります。そして、子どもの成長だけでなく、保護者の気持ちや子育
ての悩みにも寄り添い、「一緒に考えてくれる人がいる」安心を届けます。家族・地域・関係機関とつながりながら、子どもと家族の未来をともに支えていきます。

事業所名 ブランシェ キッズリノ 作成日支援プログラム（参考様式）

見通しを持って行動できるよう、視覚的支援や環境設定を行う。遊びや課題を通して、集中する力、切り替える力、考えて行動する力を育てる。

子どもの発達段階や特性に合わせ、言葉・身振り・絵カード等、本人に合った方法で「伝える・分かる」経験を増やす。やりとりを楽しむ力を育てる。

職員との信頼関係を基盤に、友達との遊びや小集団活動を通して、順番・ルール・気持ちの伝え方・相手との関わり方を学ぶ。

支援方針
一人ひとりの発達や特性、興味・関心を丁寧に捉え、本人の「やってみたい」を大切にした支援を行います。遊びや生活体験を通して、できることを増やすだけでなく、「やってみよう」
とする気持ちを育てます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 親子活動、季節の行事、親子イベント、保護者交流会、ペアレントトレーニング、地域交流、就学前交流・説明会等

（別添資料１）

家族支援
親子通所や保護者面談、日々のフィードバックを通して、子どもの成長や困りご
とを共有する。家庭での関わり方について一緒に考え、必要に応じてペアレント
トレーニング等を実施する。

移行支援
保育園・幼稚園・認定こども園・学校等への移行を見据え、本人の育ちや
特性、必要な支援について関係機関と情報共有を行う。就学前支援や就学
相談にもつなげる。

地域支援・地域連携
保育園・幼稚園・学校・相談支援事業所・医療機関・行政等と連携し、地域全体
で子どもを支える体制づくりを行う。必要に応じて保育所等訪問支援等につなげ
る。

職員の質の向上
事業所内研修、外部研修、ケース検討、事例共有等を定期的に行う。職員
それぞれの専門性や強みを活かし、チームで支援の質の向上を図る。

支　援　内　容

食事・排泄・着脱・手洗い等の基本的生活習慣を、本人の発達段階に合わせて支援する。生活リズムや健康状態を把握し、安心して過ごせる環境を整える。

サーキット遊び、バランス遊び、トンネル、平均台、ボール遊び等を取り入れ、身体の使い方・姿勢・バランス・協調性を育てる。感覚特性にも配慮する。
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